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未
来
を
つ
く
る
人
を
育
て
る
多
様
な
教
員

新学部開設記念 連続ウェビナー開催中！ イ
メ
ー
ジ
表
現
専
攻

ucnv

／
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト

O
ndris Pui

／
W
E
B
開
発
・
V
R
・
A
R

Atticus Paul Sim
s

／
映
像
制
作
・
V
R
・
A
R

音
楽
表
現
専
攻

安
田 

昌
弘
／
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
研
究
・
文
化
社
会
学

小
松 

正
史
／
音
環
境
デ
ザ
イ
ン
・
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
論

平
野 

砂
峰
旅
／
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
音
楽
・
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
・
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

落 

晃
子
／
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
音
楽
・
音
楽
教
育

谷
口 

文
和
／
音
楽
学

メ
デ
ィ
ア
情
報
専
攻

松
村 

慎
／
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作

共
通
教
員

吉
川 

昌
孝
／
メ
デ
ィ
ア
論
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

大
下 

大
介
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

客
員
教
員

黒
田 

貴
泰
／stu.Inc C

EO
Ian C

ondry

／
M
I
T
教
授

M
ichael Bjorn

／
エ
リ
ク
ソ
ン
の
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
ラ
ボ
ヘ
ッ
ド

ロ
ナ
以
降
、
世
界
の
概
況
は
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
テ
ン
プ
レ
ー
ト

に
固
執
し
た
方
法
は
、
ど
ん
ど
ん
A
I
な
ど
の

技
術
的
な
も
の
に
代
替
さ
れ
て
い
く
。
そ
う
し

た
状
況
が
今
後
も
加
速
す
る
で
し
ょ
う
。
新
た

な
技
術
を
い
か
に
取
り
入
れ
、
活
用
し
、
か
つ

て
な
い
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
か
。
ど
う
い

っ
た
職
種
を
め
ざ
す
に
し
て
も
、
こ
れ
こ
そ
が

こ
れ
か
ら
の
世
界
を
生
き
る
人
た
ち
の
課
題
に

な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
捉
え
れ
ば
、
若
い
感
性
が
活
き
る
時
代
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
部

で
そ
の
感
性
を
磨
き
、
組
織
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
た
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
を
提
案
す
る
ｓ
ｔ
ｕ
．

I
n
c
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
る
黒
田
氏
。

初
音
ミ
ク
の
ラ
イ
ブ
の
開
発
、
米
津

玄
師
ら
の
輩
出
、
そ
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅

白
歌
合
戦
や
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
な
ど
の
ラ

イ
ブ
演
出
、
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
「
イ
エ
ス

タ
デ
イ
を
う
た
っ
て
」
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
統
括
な
ど
幅
広
い
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

音
楽
や
映
像
、
空
間
、
料
理
、
ア
ー

ト
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
や
国
境
を
越
え
、

常
識
や
分
断
の
な
い
「
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
を
通
し
、

新
時
代
を
踏
破
す
る
異
次
元
の
ア
イ

デ
ア
を
生
み
出
し
て
き
た
黒
田
氏
が

客
員
教
員
に
就
任
し
指
導
し
ま
す
。

は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
外
国
語
を
学
ぶ

こ
と
が
好
き
で
す
。
そ
れ
は
ど
ち
ら
も

言
語（Language

）で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
物

事
や
人
々
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の

行
動
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
か

ら
で
す
。
技
術
の
進
歩
が
急
速
で
、
社
会
の
状

況
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
今
、
他
者
と
つ
な

が
り
、
新
し
い
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
大
学
生
活
で

は
今
ま
で
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
モ
ノ

や
人
と
触
れ
合
う
機
会
が
沢
山
訪
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
部
に
入
学
す
る
み

な
さ
ん
に
は
、
そ
れ
ら
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

今
後
の
人
生
の
糧
と
な
る
も
の
を
見
つ
け
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

海
外
の
社
員
を
積
極
的
に
迎
え
、
多

国
籍
な
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ー
ム
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
松
村
氏
。
ア
プ

リ
の
開
発
や
、
W
e
b
デ
ザ
イ
ン
と

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
基
礎
か
ら
学
べ

る
学
校
の
運
営
、
ウ
ェ
ブ
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
学
園
祭dotFes

の
主
催
な

ど
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
２
０
０
２
年
に
カ
ナ
ダ
の
バ
ン

ク
ー
バ
ー
か
ら
帰
国
し
、Flash

デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
し
て
勤
務
。
２
０
０

６
年
に
株
式
会
社
ク
ス
―
ル
を
設
立

し
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
部
で

は
必
修
科
目
と
な
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
」の
授
業
を
担
当
予
定
。
い
ず

れ
は
自
身
の
経
験
を
生
か
し
、
海
外

と
の
活
発
な
連
携
や
実
践
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
な
ど
も
構
想
中
と
の
こ
と
で
す
。

海
外
の
社
員
を
積
極
的
に
迎
え
、
多

国
籍
な
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ー
ム
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
松
村
氏
。
ア
プ

リ
の
開
発
や
、
W
e
b
デ
ザ
イ
ン
と

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
基
礎
か
ら
学
べ

る
学
校
の
運
営
、
ウ
ェ
ブ
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
学
園
祭dotFes

の
主
催
な

ど
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
２
０
０
２
年
に
カ
ナ
ダ
の
バ
ン

ク
ー
バ
ー
か
ら
帰
国
し
、Flash

デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
し
て
勤
務
。
２
０
０

６
年
に
株
式
会
社
ク
ス
―
ル
を
設
立

し
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
部
で

は
必
修
科
目
と
な
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
」の
授
業
を
担
当
予
定
。
い
ず

れ
は
自
身
の
経
験
を
生
か
し
、
海
外

と
の
活
発
な
連
携
や
実
践
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
な
ど
も
構
想
中
と
の
こ
と
で
す
。

メディア表現学部ウェビナー
「テクノロジーで社会課題を解決するメディア表現」
「MIT Spatial Sound Labが拓くCreativity」
イアン・コンドリー（メディア表現学部客員教員／MIT教授）×吉川昌孝（メディア表現学部長）

「プログラミングで高まる実装力と構想力」
松村慎（メディア情報専攻教員）×吉川昌孝（メディア表現学部長）

「メディア表現を生み出す“場のデザイン”」
安田昌弘（音楽表現専攻教員）×吉川昌孝（メディア表現学部長）　など

国際文化学部ウェビナー
「ローカルとグローバルの現場と共生としての国際文化」
「アフリカでビジネスをする」
合田真（日本植物燃料株式会社）、中須俊治（アフリカドッグス）、
森重裕子（株式会社ア・ダンセ）、清水貴夫（グローバルスタディーズ学科長）

「これからの人文学̶次世代の若者たちへのメッセージ̶」
内田樹（人文学部客員教授）、稲賀繁美（国際日本文化研究センター教授）、
司会：ウスビ・サコ（京都精華大学学長）

「アートの世界でグローバルに活動する」
高橋瑞木（香港CHATディレクター）、水田拓郎（グローバルスタディーズ学科教員）　など

◉
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
部
就
任
予
定
教
員

ウェビナーの一例

F A C U L T Y  O F  M E D I A  C R E A T I O N

客員教員

黒田 貴泰
stu.Inc CEO

YouTube
チャンネルで
アーカイブ動画
（一部）配信中

新学部に就任予定の教員を交えながら、研究の意義や新学部開設に向けた想い
を独自の視点で語る連続ウェビナーを開催中です。開催されたウェビナーを少し
だけご紹介します。
メディア表現学部のウェビナーは「テクノロジーで社会課題を解決するメディア表
現」がテーマ。記念すべき第1回目は、同学部に客員教員として就任予定の黒田
貴泰氏と、学部長就任予定の吉川昌孝の対談「コロナシフトで生まれるライブエ
ンタメ未来形」でした。エンターテインメントは衣食住に比べると不要不急のもの
ごと。従来のパッケージ・メディアが衰退するなかで、過密を生み出すライブに注力
してきたエンタメが、コロナ以後の世界でいかに新たな価値を生み出していけるの
か、黒田氏自身の経験に根ざした刺激的なトークが繰り広げられました。
一方の国際文化学部は「ローカルとグローバルの現場と、共生としての国際文化」
が全体のテーマです。口火を切ったのは、地域医療の第一人者で、医師・社会運
動家の色平哲郎氏と、本学学長で国際文化学部グローバルスタディーズ学科の
教員も務めることになるウスビ・サコの対談「共生社会と国際文化の未来」。中心
的なトピックになったのは、学生たちがこの学部で体験することになるフィールド
ワークの重要性。自らの慣れ親しんだ地を離れ、未知の世界に行くことで、断片的
な知識やこれまでの常識が壊されるようなショックを味わう。その経験は、「他者を
知り、自分を知る」ことにつながると、登壇者それぞれが体験を交えて語りました。
開催済のプログラムの一部は、京都精華大学公式YouTubeチャンネルで公開さ
れています。新学部が持つ可能性の一端を、ぜひ体感してみてください。

メディア情報専攻 教員

松村 慎
株式会社クスール
代表取締役

※

そ
の
他
に
も
、
多
様
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
す
る
専
門
家
が
就
任
予
定
で
す
。

メ
デ
ィ
ア
表
現
学
部
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
歴
と
専
門
分
野
を
持
つ
教
員
が
多
数
、
就
任
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

既
存
の
分
野
の
垣
根
を
越
え
て
第
一
線
で
活
躍
す
る
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
２
人
の
新
任
教
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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２
０
２
１
年
度
末
に
竣
工
予
定
の
新
校
舎
内

に
多
文
化
交
流
や
異
文
化
理
解
の
た
め
の
共
同

ス
ペ
ー
ス
「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
モ
ン
ズ
」
を
新
設

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
京
都
精
華
大
学
に
お
い
て

は
、iC

-C
ube

（
ア
イ
シ
ー
キ
ュ
ー
ブ
／Inter-

C
ultural C

om
m
unication C

om
m
ons

）

が
、
同
様
の
機
能
を
持
っ
た
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
年
を
追
う
ご
と
に
イ

ベ
ン
ト
数
や
利
用
者
数
が
増
加
し
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
楽
し
く
異
文
化
に
接
す
る
場
と
し
て
愛

さ
れ
て
き
たiC

-C
ube

。
新
た
な
校
舎
で
は
、

そ
の
機
能
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
国
際
交
流
拠

点
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

英
語
を
は
じ
め
と
す
る
多
彩
な
言
語
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
講
演
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
の
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

く
予
定
で
す
。
人
々
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

属
性
を
理
由
と
し
た
不
自
由
や
差
別
、
排
除
の

な
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
め
ざ
す
本
学
の
象
徴
の
一

つ
と
し
て
、
多
彩
な
人
々
が
交
流
し
高
め
あ
っ

て
い
く
場
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
２
０
１
７
年
３
月
、
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
徒
歩

10
分
の
立
地
に
開
設
さ
れ
た
国
際
学
生
寮
・
修

交
館
。
日
本
人
学
生
と
留
学
生
が
２
人
１
室
で

と
も
に
暮
ら
し
、
生
活
の
な
か
で
起
こ
り
う
る

「
異
文
化
交
流
」
か
ら
自
他
の
文
化
の
あ
り
よ

う
を
学
び
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
共
同
生
活
に

よ
っ
て
互
い
の
価
値
観
を
受
け
止
め
合
い
、
着

地
点
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
異
文

化
理
解
や
日
本
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
独
自
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
お
り
、
生
活
と

教
育
が
密
接
に
結
び
つ
い
た
寮
と
し
て
、
多
様

性
を
学
び
あ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
学
内
に
広
げ

る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

修
交
館
の
教
育
目
標

❶
多
様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
、
異
な
る
文
化
を

　
持
つ
人
々
と
共
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

❷
自
ら
の
持
つ
文
化
的
背
景
を
再
認
識
す
る
こ
と

　
に
よ
る
自
己
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立

❸
自
ら
の
考
え
や
意
見
を
発
信
し
、

　
主
体
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

※
２
０
２
１
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
対
策
と
し
て

１
人
１
部
屋
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

開
学
当
初
か
ら
掲
げ
る
「
国
際
主
義
」
に
も
と
づ
き
、

広
く
国
内
外
に
開
か
れ
た
教
育
を
行
う
京
都
精
華
大
学
。

多
様
な
人
々
が
集
い
、
つ
な
が
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
場
と
し
て

進
め
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
な
か
か
ら
、

多
岐
に
わ
た
る
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
モ
ン
ズ
新
設

　
世
界
61
カ
国
3
4
0
校
の
加
盟
校
を
持
つ
世

界
最
大
規
模
の
芸
術
系
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
、

「C
um
ulus

（
ク
ム
ル
ス
）」。
京
都
精
華
大
学
は
、

日
本
で
初
め
て
の
加
盟
校
で
す
。
2
0
0
8
年

に
は
ク
ム
ル
ス
国
際
デ
ザ
イ
ン
会
議
を
主
催
。

持
続
可
能
な
環
境
や
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
、
デ
ザ
イ
ン
教
育
が
果
た
す
べ
き
新
し
い

使
命
と
役
割
を
提
言
し
た
意
義
深
い
会
議
と
し

て
、
現
在
で
も
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
も
、
各
国
の
加
盟
校
と
の
連
携
を
強
化
・
開

拓
し
な
が
ら
、
社
会
的
な
課
題
の
解
決
に
向
け

た
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
方
向
性
を
探
求
し
て
い
ま
す
。 

　
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｓ（
ア
ジ
ア
研
究
国
際
大
会
）は
、
ア

ジ
ア
学
を
学
際
的
な
観
点
か
ら
論
じ
る
大
規
模

な
国
際
会
議
で
す
。
１
９
９
8
年
以
降
、
２
年

に
一
度
の
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
２

０
２
１
年
度
の
第
12
回
大
会
は
本
学
が
主
催
校

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
時
点
で
は
対
面
と
オ

ン
ラ
イ
ン
の
両
方
で
開
催
を
予
定
。
８
月
24
日

か
ら
27
日
ま
で
、
国
立
京
都
国
際
会
館
を
主
な

会
場
と
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
の
学
術
会
議
の
他
、
伝
統
産
業
に
関
す
る
展

示
会
、
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
お
り
、
世
界
70
カ
国

か
ら
約
２
０
０
０
名
の
参
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

日
本
で
初
め
て
の

ク
ム
ル
ス
加
盟
校

大
規
模
国
際
研
究
会
議

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｓ
を
主
催

　
京
都
精
華
大
学
は
２
０
１
９
年
12
月
か
ら
、

国
際
的
な
教
育
・
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「Shared C
am
pus

（
シ
ェ
ア
ド
・
キ
ャ
ン
パ

ス
）」
に
創
立
メ
ン
バ
ー
校
と
し
て
加
盟
し
て

い
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
地
球

規
模
の
課
題
解
決
に
む
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

ア
ジ
ア
の
7
つ
の
芸
術
大
学
が
連
携
し
、
国
境

を
越
え
た
学
術
的
交
流
を
生
み
出
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
各
大
学
の
教
員

が
混
在
す
る
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
１
つ
の
研

究
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
ま
す
。
本
学
か
ら
は

「
社
会
変
動
」、「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ロ
ジ

ー
」
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
教
員
が
所
属
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
国
の
研
究
者
と
共
同
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。「
シ
ェ
ア
ド
・
キ
ャ
ン
パ
ス
」
加
盟

校
の
本
学
在
学
生
お
よ
び
関
係
者
は
、
本
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
行
わ
れ
る
教
育
・
研
究
活
動

に
参
加
し
、
国
際
的
な
最
先
端
の
議
論
に
触
れ

る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
は
、

本
学
教
員
も
参
加
す
る
「
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ

ー
ズ
」
研
究
グ
ル
ー
プ
が
「
自
己
イ
メ
ー
ジ
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
レ
ク
チ
ャ
ー
を

実
施
。
芸
術
と
科
学
、

デ
ザ
イ
ン
、
文
章
、
音

楽
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
切

り
口
で
「
自
己
イ
メ
ー

ジ
」
と
は
何
か
を
探
究

し
ま
し
た
。

　
国
際
的
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

シ
ェ
ア
ド・キ
ャ
ン
パ
ス
に
加
盟

国
際
学
生
寮・修
交
館

　
「
京（
み
や
こ
）グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
」
は
、
留
学

生
誘
致
を
は
じ
め
、
日
本
人
学
生
の
海
外
留
学

派
遣
、
海
外
大
学
と
の
連
携
な
ど
の
国
際
化
促

進
を
行
う
大
学
に
対
し
、
京
都
市
が
補
助
金
を

交
付
す
る
制
度
で
す
。
本
学
は
、「K

YO
TO
 

IN
SPIRATIO

N

：

京
都
文
化
の
発
信
に
よ
る

留
学
生
誘
致
と
多
文
化
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
創
成
」
と
題
し
て
、
学
生
が
多
様
な

文
化
を
学
ぶ
国
際
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
の
構

築
を
め
ざ
し
た
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
「
ア
フ
リ
カ
と
イ
ン
ド
か
ら
の

戦
略
的
な
留
学
生
受
入
れ
と
人
材
育
成
体
制
の

整
備
」
を
目
的
と
し
た
新
た
な
４
年
間
の
事
業

が
再
び
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
諸
政
策
の
効
果
も

あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
受
け
入
れ
て
い
る
外
国

人
留
学
生
の
数
も
大
き
く
増
加
し
、「
京
都
」

の
国
際
交
流
の
発
展
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

京
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
の

事
業
採
択
と
展
開

本学の外国人留学生数推移

■iC-Cubeのイベント数・利用者数推移

2015
139
951

2016
127
1,045

2017
153
1,476

2018
258
2,247

2019
444
4,872

2016 2017 2018 20202019

（人数）
1000

800

600

400

200

0

262

374

371

647

910

Theme 2 海外大学・機関との連携

年 度
イ ベ ン ト 数
参加者数（延数）

つ
な
ぐ
大
学
、

つ
な
が
る
世
界Theme 1 キャンパスで国際交流

Theme 3 京都の国際化に貢献

京
都
精
華
大
学
の
国
際
交
流
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卒業生イ ンタ ビュー
独自の道を歩む京都　　精華大学の卒業生に、

　　現在の活動や今後の夢、　　セイカの思い出を伺いました。 

出版前からつねに分厚い草稿を
持ち歩き、チャンスを探っていた

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
物
語
を
考
え
る
こ
と
が
好

き
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
コ
ー
ス
へ
入
学
し

た
と
い
う
松
本
勇
気
さ
ん
。
セ
イ
カ
で
は
物
語

を
紡
ぐ
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
い
く
つ
も
あ
る

こ
と
を
学
び
、
視
野
が
広
が
っ
た
と
い
い
ま
す
。

大
学
卒
業
後
は
、
70
年
も
の
歴
史
を
も
つ
児
童

劇
団
「
風
の
子
」
で
役
者
を
し
な
が
ら
、
た
ゆ

ま
ず
マ
ン
ガ
を
描
き
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
2
0
1
9
年
に
『
か
く
れ
や
一
族
』
で
「
ぼ

く
ら
の
京
都 

マ
ン
ガ
コ
ン
テ
ス
ト
」
最
優
秀
賞
、

2
0
2
0
年
に
は
『
ス
タ
ン
ド
バ
イ
ミ
ー
』
が

講
談
社
の
「
ち
ば
て
つ
や
賞
」
大
賞
に
輝
き
ま

し
た
。
そ
れ
ら
の
作
品
は
「
目
に
見
え
な
い
も

の
」
が
テ
ー
マ
。
夢
と
う
つ
つ
の
は
ざ
ま
を
漂

う
よ
う
な
余
韻
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
連
載
に
向
け
て
の
準
備
を
開
始
し

て
お
り
、
来
年
か
ら
は
マ
ン
ガ
の
創
作
だ
け
に

注
力
す
る
そ
う
で
す
。「
児
童
劇
団
は
退
き
ま

す
が
、
観
客
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
反
応
を
直

に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
創
作
の
大
き
な
糧
に

な
っ
て
い
ま
す
。
在
学
中
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
セ
イ
カ
時
代
に
恩
師
の
さ
そ
う

あ
き
ら
先
生
が
『
人
を
知
り
な
さ
い
』
と
言
わ

れ
た
意
味
を
今
に
な
っ
て
実
感
し
て
い
ま
す
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
松
本
さ
ん
の
創
作
の
醍
醐
味
は
、
描

き
た
い
シ
ー
ン
が
浮
び
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の

構
成
を
緻
密
に
組
み
立
て
て
い
く
過
程
に
あ
り

ま
す
。「
マ
ン
ガ
の
登
場
人
物
を
生
か
す
に
は
、

物
語
が
進
む
中
で
自
然
に
彼
ら
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
立
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
上

手
く
い
く
と
き
は
も
の
す
ご
く
楽
し
い
で
す
が
、

上
手
く
い
か
な
い
と
ず
っ
と
苦
し
い
。
で
も
誰

か
の
想
い
や
何
か
の
気
配
、
生
き
て
い
く
う
え

で
大
切
な
余
白
の
よ
う
な
も
の
、
そ
れ
を
物
語

の
軸
に
し
て
描
き
続
け
た
い
。
そ
し
て
読
者
に

喜
ん
で
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
松
本

さ
ん
。
最
後
に
〝
セ
イ
カ
で
一
番
思
い
出
深
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
〞
を
聞
い
て
み
る
と
「
卒
業
式
の

後
、
さ
そ
う
先
生
と
小
さ
な
居
酒
屋
で
夜
が
明

け
る
ま
で
マ
ン
ガ
談
義
を
し
た
こ
と
で
す
」
と

す
ぐ
に
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま

る
で
夢
の
よ
う
な
時
間
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
瀬
戸
内
の
島
々
に
魅
せ
ら
れ
て
執
筆
・
出
版

活
動
を
手
が
け
る
佐
々
木
良
さ
ん
。
こ
れ
ま
で

に
『
美
術
館
が
で
き
る
ま
で
』『
令
和
は
瀬
戸
内

か
ら
始
ま
る
』（
と
も
に
啓
文
社
書
房
）を
上
梓

し
、
ア
ー
ト
で
注
目
を
集
め
る
豊
島
や
直
島
の

知
ら
れ
ざ
る
歴
史
を
ひ
も
と
い
て
き
ま
し
た
。

　
学
生
時
代
は
洋
画
を
学
び
、
卒
業
後
は
地
中

美
術
館
、
豊
島
美
術
館
、
京
都
現
代
美
術
館
に

勤
務
。
豊
島
美
術
館
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
っ
た

こ
と
か
ら
生
ま
れ
た『
美
術
館
が
で
き
る
ま
で
』

で
作
家
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

豊
島
と
の
出
会
い
は
香
川
県
に
住
ん
で
い
た
中

学
時
代
。「
社
会
科
見
学
で
、
当
時
産
業
廃
棄

物
の
不
法
投
棄
が
大
問
題
に
な
っ
て
い
た
豊
島

を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
印
象
は
〝
臭
く

て
汚
い
〞。
と
こ
ろ
が
、
後
に
豊
島
美
術
館
の

立
ち
上
げ
で
再
び
降
り
立
っ
た
と
き
に
は
、
と

て
も
空
気
が
き
れ
い
な
島
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
変
化
に
驚
き
、
ア
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
島

の
歴
史
を
伝
え
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」。

　
美
術
業
界
か
ら
文
筆
業
へ
の
転
身
を
「
表
現

し
た
い
も
の
は
変
わ
ら
ず
、
絵
筆
を
ペ
ン
に
持

ち
替
え
た
だ
け
」
と
い
う
佐
々
木
さ
ん
。
大
学

の
卒
業
制
作
も
、
日
本
美
術
の
要
素
を
取
り
入

れ
て
描
い
た
瀬
戸
内
の
風
景
で
し
た
。「
祖
父

は
高
松
在
住
の
工
芸
家
で
し
た
。
瀬
戸
内
や
日

本
美
術
へ
の
興
味
は
そ
の
影
響
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」。
学
生
時
代
で
印
象
深
い
授
業
は
、
３
年
生

の
夏
休
み
に
参
加
し
た
「
京
都
の
伝
統
産
業
演

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。
漆
芸
家
の
先
生
か
ら
日
本

美
術
の
伝
統
を
学
ん
だ
こ
と
が
、
美
術
と
歴
史

を
横
断
す
る
現
在
の
活
動
の
糧
に
。「
貴
重
な

学
び
で
し
た
。
他
に
も
、
自
分
の
表
現
で
人
に

何
か
を
伝
え
、
力
を
合
わ
せ
て
ひ
と
つ
の
展
覧

会
を
作
り
上
げ
た
、
大
学
4
年
間
の
経
験
す
べ

て
が
今
の
本
作
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」。

 

今
年
の
８
月
に
は
、
特
別
定
額
給
付
金
を
原

資
に
、
夢
だ
っ
た
出
版
社
・
株
式
会
社
万
葉
社

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
万
葉
集
の
現
代
語
訳
を

は
じ
め
、
多
彩
な
出
版
企
画
が
進
行
中
と
の
こ

と
。「
万
葉
集
の
よ
う
に
千
年
後
も
読
み
継
が

れ
る
本
を
作
る
の
が
目
標
で
す
。
面
白
い
本
を

出
し
て
い
く
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
」。

セイカの思い出

みんなで競うように作品を
つくっていましたね。卒業制
作は瀬戸内をモチーフにし
た絵画を描きました。

セイカの思い出

「マンガ以外の表現に触れ
るからこそマンガが描ける」
と学生時代に知り、今もそう
思っています。

特別定額給付金で万葉社を設立し、
ニュースにもなった

2019年9月「ぼくらの京都 マンガコンテスト」授賞式にて。
さそうあきら先生（右）と

絵筆をペンに持ち替えて、
瀬戸内の風景と歴史を
1000年後に伝える

　佐々木 良さん
Ryo Sasaki

作家
株式会社万葉社 代表取締役
芸術学部 造形学科 洋画コース

2008年卒業

生きていく上で大切な
余白のようなもの、それを物語に
紡いで人の心に届けたい

松本 勇気さん
Yuki Matsumoto

マンガ家
マンガ学部 

ストーリーマンガコース
2012年卒業
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木
野
か
ら

ヤ
ッ
ホ
ー

あ
の
先
生
元
気
か
な…

？

そ
う
思
っ
て
い
る
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
へ
、

セ
イ
カ
の
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

私の専門である暗黒舞踏は舞踊界でも
異端でした。が、人文学部に開設された
「三上・身体表現ゼミ」には、前期最終日
の白塗り暗黒舞踏体験のほか、歌い踊り
演じるだけでなく、学生プロレスラーや
サーファー、ボランティア活動から入国管
理局問題を考え始めた学生等、青春を
まっすぐに力一杯生きる学生たちがいま
した。花火師、僧侶、看護師、舞踏家に
なった卒業生たちもいます。
コロナ禍の中で行われた「ニュイ ブランシュ
Kyoto 2020」出演を経て、これまで舞踏
家である私と国内・外の公演活動に出演、
参加してくれた学生たちと過ごした充実
した時間を改めて想い起こしています。

京都精華大学に版画専攻が設立された
1987年からずっと版画を教えてきました。
現在は跡形もなくなってしまった版画専
攻の古巣の２号館で、学生たちと共によく
学びよく遊んだころのことを懐かしく思い
出します。
時は移り、精華大は今、５学部を有するよう
になって、建物数も当時と比べてほぼ倍に
なり、キャンパスは大きく様変わりしました。
ゴツゴツして野性味溢れる昔の「セイカら
しさ」がずいぶん薄らいだように思え、少し
寂しい気持ちになるときもあります。
大学創立から半世紀が過ぎ、今の「セイ
カらしさ」とは何かを改めて考える時期な
のかもしれません。

新型コロナウイルス感染症対策の影響で、
2020年度の前期は全て遠隔授業でした
が、後期になってやっと対面授業が始まり
ました。まだおそるおそるの運用ですが、
学生の顔が見られるのはやはり嬉しいもの
です。当たり前の日常のありがたさを感じ
ます。個人的な仕事としては、板橋しゅう
ほう先生たちと『ZONE of CTHULHU』
という電子雑誌を作っています。僕は6号
まで『クトゥルフの呼び声』というH.P.ラブ
クラフト原作のSFホラーマンガを連載して、
これは電子書籍になっています。8号から
はオリジナルの続編『クトゥルフの呼び声
1969』を連載中です。良かったらご覧く
ださい。

「セイカらしさ」とは何か
もう一度考えるべきときです。

学生の顔が見られるのは
やはり嬉しいですね。

舞踏を通じ学生たちと過ごした
素敵な時間を想っています。

武蔵 篤彦
芸術学部 版画専攻

おがわ さとし
マンガ学部ストーリーマンガコース

三上 賀代
人文学部 総合人文学科

3 1

2

1.『Afterimage 20-Mar-C』
 キャストペーパーにアクリル、油彩、
 25×50×2cm、2020年（武蔵）
2. アイルランド、トリニティカレッジ・
 ベケットセンターでの舞踏（三上）
3. ラブクラフト原作のSFホラーマンガ
 『クトゥルフの呼び声』（おがわ）

研究報告
京都精華大学で行われている研究について、活動内容をご紹介します。
今回は２０２０年度の学長指定課題研究※から、遠隔地をつないで行う

教育・研究に関する取り組みをピックアップしました。
※学長が指定する特定の課題・テーマに則した先進的な共同研究を推進する制度

学
長
指
定
課
題
研
究
一
覧（
2
0
2
0
年
度
）

「遠隔授業の取り組みと課題
─京都精華大学独自の方向性を探る」

すがやみつる
（研究代表者／国際マンガ研究センター）

専門は教育工学（インストラクショナルデザイン）

新型コロナウィルスの影響で、日本だけでなく世界中の学校が休校や遠隔授業への移行を余
儀なくされました。しかし、全学共通のＬＭＳ（ラーニングマネジメントシステム）を持たない京都
精華大学の授業は、文部科学省が定めていた、教員や学生の間での相互作用的なやりとりが
可能な「メディア授業」の条件に充分ではありません。
感染症収束の見通しも特になく、近年増加傾向にある自然災害も考慮すれば、今後も遠隔授
業が必要とされる可能性については覚悟しておくべきでしょう。
そのために必要なことは何か？ 本学の遠隔授業に欠けているものは何か？ 求められる遠隔授
業の姿を明らかにし、「精華らしい遠隔教育」を提案することが研究の目的です。
この研究の最大の特色は、本学の遠隔授業の現実を把握したうえで、これまでのオンライン教育
では触れられてこなかった「実技・実習系科目」のオンライン授業構築をめざす点にあります。
インタビューやアンケート、海外や他大学の動向などの調査も行いながら、この課題に取り組ん
でいます。

「アジア・アフリカのイスラーム文化理解と
ダイバーシティ促進へ向けた大学における取り組み」

阿毛 香絵
（研究代表者／人文学部教員）

専門はアフリカの都市化と生活の変容など

一言でイスラーム圏と言っても広大。それぞれの地域における歴史や文化・政治的背景も異な
ります。この研究の目的は、アジア・アフリカ圏の異なる文化について理解を深めること。そして
本学を中心とした日本の大学や教育機関における多様なイスラーム文化理解へ向けた取り組
みの現状と可能性について調査することです。同時に、ICTも活用し、学生や職員と共に文化
理解や共生へ向けた実践的な活動も進めています。

「Highly Integrated 
E-Learning At Seika （HELAS）」

辻田 幸広
（研究代表者／マンガ学部教員）

専門はコミュニケーション・アートやユーザー・エクスペリエンス

コロナ禍において、オンライン授業に注目が集まっています。対面的な指導を第一義とする考え
が依然支配的ですが、オンライン学修プラットフォームの導入は、出欠管理や理解度把握の効
率化、アクティブラーニングの授業設計などに利点が及びうるものです。私たちは、先進的な事
例を調査しつつ、現時点で利用可能なツールを使って授業テンプレートを作成することを試み
ています。

●『
ア
ー
ト
を
観
る
／
買
う
／
参
加
す
る
場
と
し
て
の
新
た
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
フ
ェ
ア
の
可
能
性
に
つ
い
て
』 

伊
藤
ま
ゆ
み（
展
示
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

●『
留
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
関
す
る
研
究
』 

小
柴
裕
子（
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
）

●『
ア
フ
リ
カ・ア
ジ
ア
現
代
文
化
研
究
の
発
展
的
展
開
の
た
め
の
研
究
支
援
と
国
内
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
』 

清
水
貴
夫（
人
文
学
部
）

●『
人
文
学
部
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト・コ
モ
ン
ズC

asa ―

多
様
な
学
生
の
居
場
所
と
し
て
、ま
た
多
様
な
文
化
へ
の
理
解
醸
成
の
場
と
し
て―

』 

田
村
有
香（
人
文
学
部
）

●『
京
都
精
華
大
学
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
実
態
調
査
研
究
』 

テ
ィ
ー
タ
ー・ジ
ェニ
フ
ァ・ル
イ
ー
ズ（
共
通
教
育
機
構
）

●『
ア
ー
ト
シ
ン
キ
ン
グ
と
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン
グ
の
融
合
／「
セ
イ
カ
シ
ン
キ
ン
グ
」の
研
究
開
発
』 

森
原
規
行（
デ
ザ
イ
ン
学
部
）

●『
シ
ェ
ア
ー
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
を
通
し
た
本
学
研
究
・
教
育
活
動
の
国
際
的
活
性
化
・フ
ェ
ー
ズ1SAC

K
O
1

　（Seika’s Access to shared C
am
pus K

ernel O
rganization Phase 1

）』 

安
田
昌
弘（
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
学
部
）

●『「
心
理
教
育
」に
よ
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
つ
い
て
の
研
究（
2
）―

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
か
ら
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
へ
の
心
理
教
育
を
目
指
し
て―

』 

山
本
有
恵（
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
）

●『
京
都
の
伝
統
産
業
を
表
現
す
る
ビ
ジュ
ア
ル
研
究
』 

米
原
有
二（
人
文
学
部
）
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YouTube
チャンネルで
アーカイブ動画
（一部）配信中

アセンブリーアワー講演会
「なぜ私は書くのか」　黒川 創
2020年10月7日（水）
学生・教職員のみ学内会場／学外・一般の方へはWEB配信

「制作すること／生活すること」　下道基行
2020年10月15日（木）
学生・教職員のみ学内会場／学外・一般の方へはWEB配信

国際文化学部ウェビナー
「ローカルとグローバルの現場と共生としての
国際文化」（全9回）
2020年9月25日（金）～12月11日（金）　WEB開催

メディア表現学部ウェビナー
「テクノロジーで社会課題を解決するメディア表現」
（全6回・予定）
2020年10月16日（金）～2021年3月19日（金）　WEB開催

　
国
際
文
化
学
部
と
メ
デ
ィ
ア
表
現
学

部
、
2
つ
の
新
学
部
開
設
を
記
念
し
、

就
任
予
定
の
教
員
が
主
催
す
る
連
続
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
を
２
０
２
０
年
９
月
か
ら
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
国
際
文
化
学
部
は
「
ロ
ー
カ
ル
と
グ

ロ
ー
バ
ル
の
現
場
と
共
生
と
し
て
の
国

際
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
ア
フ
リ
カ
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り
方
と
展
望
や
、
京

都
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
研
究
の
可
能

性
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
で
、
全
９
回
の
日

程
を
終
了
。
学
生
た
ち
の
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
と
し
て
、
各
分
野
に
お
い
て
現
場
を

重
視
し
、
独
自
の
道
を
切
り
開
い
て
き

た
多
様
な
ゲ
ス
ト
を
招
き
新
学
部
の
教

員
た
ち
と
話
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
社
会
課
題
を
解

決
す
る
メ
デ
ィ
ア
表
現
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
部
の
ウ
ェ
ビ
ナ

ー
は
全
６
回
予
定
。
新
学
部
長
就
任
予

定
の
吉
川
昌
孝
が
ホ
ス
ト
を
務
め
、
ラ

イ
ブ
エ
ン
タ
メ
、
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
「
文
系
・
理

系
・
芸
術
系
」
と
い
う
既
存
の
枠
を
越

え
た
ゲ
ス
ト
た
ち
と
と
も
に
語
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
12
月
半
ば
現
在
、
第
２
回

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
多
様
な
専
門
性
を
も
つ
教
員
が
、
研

究
の
意
義
や
学
部
開
設
に
向
け
た
想
い
、

こ
れ
か
ら
の
世
界
で
何
が
求
め
ら
れ
て

い
く
の
か
を
独
自
の
視
点
で
語
る
新
学

部
な
ら
で
は
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
回
は
い
ず
れ
も

多
数
の
視
聴
者
が
参
加
し
、
好
評
を
博

し
ま
し
た
。

新学部の就任予定教員によるウェビナーを連続開催

　
開
学
か
ら
続
く
公
開
講
座
「
ア
セ
ン

ブ
リ
ー
ア
ワ
ー
講
演
会
」
を
今
年
は
W

Ｅ
B
配
信
と
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
10
月
7
日（
水
）に
は
、

作
家
の
黒
川
創
氏
を
迎
え
「
な
ぜ
私
は

書
く
の
か
」
を
開
催
。
ご
自
身
の
過
去

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
現
代
の
社
会
に

お
い
て
文
学
、
芸
術
、
思
想
は
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
に
つ
い
て
語

ら
れ
ま
し
た
。

　
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
た
の
は
、

表
現
と
は
想
い
を
「
人
に
伝
え
る
」「
人

に
届
け
る
」
行
為
だ
と
い
う
こ
と
。
黒

川
氏
は
、
１
％
の
少
数
派
に
な
っ
て
も

自
分
の
意
見
を
発
信
し
た
い
と
言
い
ま

す
。
講
演
の
最
後
に
は
若
い
世
代
に
向

け
て
、
表
現
を
通
し
て
思
考
を
深
め
、

自
分
な
り
の
答
え
を
人
に
届
け
て
ほ
し

い
と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
15
日（
木
）に
は
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
下
道
基
行
氏
の
「
制
作
す
る
こ

と
／
生
活
す
る
こ
と
」
を
開
催
。
ど
の

よ
う
な
視
点
で
日
常
を
暮
ら
し
、
制
作

に
取
り
込
ん
で
い
る
か
、
義
母
の
生
活

習
慣
を
2
年
間
撮
り
た
め
た
写
真
作
品

「
は
は
の
ふ
た
」
な
ど
自
作
の
紹
介
を

交
え
て
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
対
象
を
観
察
し
、
記
録
す
る
下
道
氏

の
作
品
の
根
底
に
あ
る
の
は
他
者
へ
の

尊
重
。「
破
天
荒
な
生
活
を
表
現
の
糧

に
し
た
い
と
思
う
作
家
も
い
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
私
は
家
庭
や
日
々
の
生
活

を
大
切
に
し
た
い
」
と
い
う
お
話
か
ら
、

氏
の
作
品
が
持
つ
あ
た
た
か
な
ま
な
ざ

し
の
理
由
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

「何を、いかに、なぜ表現するのか」に迫る2つの講演会を配信

緊急WEBシンポジウム
「マリ危機と西アフリカ経済共同体（ECOWAS）の
役割：日本からの分析と危機脱却の考察」
2020年8月29日（土）　WEB開催

WEB講演会
「日本におけるブラック・ライヴズ・マター
（黒人の命を尊重しろ）運動を考える」
中 カンタベ サハイ×キナ・ジャクソン×
コーデリア・ユー×ウスビ・サコ（司会）
2020年7月16日（木）　WEB開催

　
２
０
２
０
年
７
月
16
日
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講

演
会
「
日
本
に
お
け
る
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ

イ
ヴ
ズ
・
マ
タ
ー（
黒
人
の
命
を
尊
重

し
ろ
）運
動
を
考
え
る
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
開
催
趣
旨
は
、
制
度
的
人
種
差

別
や
黒
人
に
対
す
る
暴
力
を
根
絶
す
る

た
め
の
世
界
的
な
運
動
に
呼
応
し
つ
つ
、

日
本
で
も
重
要
な
動
き
で
あ
る
と
示
す

こ
と
。
ウ
ス
ビ
・
サ
コ
学
長
を
司
会
に
、

登
壇
者
３
名
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
中 
カ
ン
タ
ベ 

サ

ハ
イ
氏
は
、
昨
今
の
出
来
事
は
単
発
の

事
件
で
は
な
く
、
非
人
道
的
な
人
種
隔

離
な
ど
の
社
会
制
度
が
生
み
出
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
や
、
ご
自
身
が
黒
人
と

し
て
日
本
で
差
別
を
受
け
た
体
験
に
つ

い
て
語
り
ま
し
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ

ヴ
ズ
・
マ
タ
ー
関
西
の
キ
ナ
・
ジ
ャ
ク

ソ
ン
氏
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ヴ
ズ
・

マ
タ
ー
運
動
の
経
緯
や
、
関
西
で
の
活

動
を
解
説
し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
戦
略

の
専
門
家
コ
ー
デ
リ
ア
・
ユ
ー
氏
は
、

自
身
が
関
わ
っ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
黒
人
の
人
た
ち
の
命
の
た
め
の
手
紙
」

を
紹
介
。「
黒
人
差
別
や
警
察
暴
力
、

人
種
的
正
義
に
つ
い
て
、
開
か
れ
た
対

話
の
場
を
作
る
こ
と
」
を
め
ざ
し
て
い

る
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
質
疑
応
答
と
ア
ン
ケ
ー
ト

の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
今
後
の
関
連
イ

ベ
ン
ト
へ
の
関
心
な
ど
を
含
め
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
反
黒
人
差
別
の
運
動
が
自

分
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
こ

の
活
動
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
意
思
を

示
す
声
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

ブラック・ライヴズ・マター運動の重要性

　
２
０
２
０
年
８
月
18
日
、
長
年
に
わ

た
る
内
紛
の
渦
中
に
あ
る
マ
リ
共
和
国

に
お
い
て
、
政
治
腐
敗
や
治
安
の
悪
化

に
反
発
す
る
市
民
に
後
押
し
さ
れ
る
形

で
軍
の
一
部
が
大
統
領
を
辞
任
に
追
い

込
み
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
情
勢
に
つ
い
て
、
メ
デ
ィ

ア
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
の
少
な
い
日
本

に
お
い
て
も
活
発
な
議
論
を
交
わ
す
場

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
本
学
ア
フ
リ

カ
・
ア
ジ
ア
現
代
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

主
催
の
も
と
、
8
月
29
日
に
緊
急
W
E

B
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
マ
リ
危
機
と
西
ア

フ
リ
カ
経
済
共
同（
E
C
O
W
A
S
）の

役
割

：

日
本
か
ら
の
分
析
と
危
機
脱
却

の
考
察
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ウ
ス
ビ
・
サ
コ
学
長
が
司
会
を
務
め
、

セ
イ
ド
ゥ
・
デ
ィ
テ
ィ
エ
氏（
在
日
マ

リ
人
協
会
会
長
）な
ど
マ
リ
人
4
人
を

含
む
5
人
の
発
表
者
と
7
人
の
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
が
登
壇
し
、
国
内
外
か
ら

2
3
2
人
の
視
聴
者
が
参
加
。
議
論
は

２
時
間
半
以
上
に
お
よ
び
ま
し
た
。

　
特
に
、
E
C
O
W
A
S
の
よ
う
な
地

域
共
同
体
や
国
際
組
織
が
、
い
か
に
マ

リ
の
複
雑
な
文
化
・
歴
史
的
な
文
脈
に

も
と
づ
く
現
状
を
理
解
し
、
よ
り
民
衆

に
寄
り
添
う
形
で
マ
リ
の
政
治
的
、
経

済
的
な
安
定
を
確
保
す
る
こ
と
に
貢
献

で
き
る
か
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
フ
ラ
ン
ス
語
圏
ア

フ
リ
カ
の
情
報
は
日
本
で
は
あ
ま
り
得

ら
れ
な
い
た
め
勉
強
に
な
っ
た
」、「
マ

リ
か
ら
の
登
壇
者
が
多
く
、
生
の
声
を

聞
け
る
機
会
と
な
っ
て
よ
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

マリ危機をめぐって、議論と情報提供の場を

イベントレポート
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コロナ時代の課題をデザインで解決
ロームシアター京都で在学生が展覧会開催

デザイン学部ビジュアルデザイン学科が、京都岡崎蔦屋書店
と連携し、在学生が企画、運営を行う展覧会やWEBイベント
を開催しました。本取り組みは新型コロナウイルス感染症を
めぐる課題について、美術を学ぶ学生ならではのアプローチ
での企画、実施を目的としたものです。展覧会は「とまらない
美大生『美大的浪漫主義』プロジェクト」と題して、2020年
8月から9月にかけてロームシアター京都で開催し、「ソー
シャルディスタンス」の間隔を視覚的に意識させる作品展示
を行いました。関連WEBイベント「BIDAISEI QUESTION」
も実施し、新型コロナウイルス感染症対策の影響でまだ大学
に通えていなかった関西圏の美大1年生の質問や不安に回
答しました。

伝統産業イノベーションセンターが
マンガ人類学の手法で調査報告

Student

02
News

04

多数の在学生が社会貢献活動やコンテストでの受賞など広く
活躍をしています。詳細はぜひウェブサイトでご覧ください。また、
今後も木野通信では、活躍する在学生や卒業生情報を紹介し
ていく予定です。情報をお持ちの方は、広報グループまでお知ら
せください。

活躍する在学生、卒業生の
情報を募集しています。

●京都精華大学 ウェブサイト
　https://www.kyoto-seika.ac.jp
●広報グループ
　kouhou@kyoto-seika.ac.jp

2020年9月から10月にかけてオンラインで開催された学生
アニメーションの祭典「ICAF（インター・カレッジ・アニメー
ション・フェスティバル）2020」に、芸術学部映像専攻と
マンガ学部アニメーションコースの在学生・卒業生計13名の
作品10点が出品されました。視聴者からの投票によって選
出される「観客賞」では、対象となる22作品のなかから本学
マンガ学部卒業生、上貝初実さんと豊田照砂さんの作品
『with me.』が見事第1位の票数を獲得しました。同作品は
2019年度卒業制作展で学長賞も受賞しています。お二人
の作品は、本誌の表紙イメージにもなっており、ウラ表紙の
QRコードから全編ご視聴いただけます。

2020年9月から12月にかけて、本学国際マンガ研究セン
ターと、平和のための博物館国際ネットワークの主催による
オンライン展覧会「マンガ・パンデミックWeb展」を開催しま
した。本展覧会は「第10回国際平和博物館会議」の一環と
して実施。ヴァーチャル空間で「平和を展示する」ことを目的
に、「マンガ」が持つ自由自在な表現力と国際的な拡張力
に着目して企画されました。本展では内容の陳腐化を防ぐ
ため掲示作品はあらかじめ選定せず、会期中に応募された
作品をリアルタイムで発表する形式を採用しました。作品は
日本のみならずノルウェー、中国、ドイツなど国内外からプ
ロ・アマ問わず寄せられ、コロナ時代の「平和」と「暴力」を、
視覚的に表現する展覧会となりました。

京都精華大学は、アフリカ・カメルーンのマルア大学と一般
協定を締結しました。今回の基本協定締結を受けて、今後
は研究交流や人材交流を積極的に行い、両大学の研究の
発展に貢献していく予定です。本学は、アフリカやアジアを
フィールドとする研究者やアーティストが集う拠点として、
2020年4月にアフリカ・アジア現代文化研究センターを設
置しました。また、2021年には、国際文化学部グローバル
スタディーズ学科および学科内にアフリカ・アジア文化専攻
を開設します。アフリカ・アジアに関する研究や活動を実践
的に深めていくための拠点として、国や分野を超えた創造
的活動の、さらなる発展をめざします。

在学生・卒業生が「ICAF2020」に出品
「観客賞」第1位も受賞

Student

01
News

03

持続的な社会の構築に向けて
「京都精華大学SDGs宣言」の発表

News

06

10月23日、フランス国立科学研究センター（CNRS）主催
「Waza on the Move Ineffable arts of learning」にて、
伝統産業イノベーションセンターが実施した和紙に関する
フィールド調査の発表をおこないました。本研究は、フランス
から文化人類学者を招聘し、和紙の制作工程における「動作」
や自然環境との関わりについて調査しているものです。全調
査にイラストレーターのホリグチイツ氏（マンガ学部卒業生）
が同行し、研究者の論文とともに記録イラストをまとめてい
ます。CNRSと伝統産業イノベーションセンターでは「マンガ
人類学」と呼ぶこの研究手法を今後もさらに深め、さまざま
な伝統的な手仕事の調査研究に展開していきます。

アフリカ・カメルーンのマルア大学と
協定を締結

News

05

2020年12月、ウスビ・サコ学長が「京都精華大学SDGs
宣言」を発表しました。これまで本学は、2018年に「関西
SDGsプラットフォーム」に参加し、学内環境整備や教員の研究
活動のなかで、積極的にSDGsの達成目標に該当する取り
組みを行ってきました。本学の教育理念である「人間尊重」と
「自由自治」、そしてダイバーシティ推進コンセプト「違いととも
に成長する」の考え方は、SDGsの趣旨「誰一人取り残さない」
と根本を同じとすると考えています。これからも、すべての人
の違いを尊重しながら、持続可能な社会の構築に貢献する
ために、全学的にSDGsの実現に向けて取り組んでいきます。

※SDGsとは、2015年9月の国連サミットで採択された2016年から2030年
までの国際目標です。

トピックス

国際マンガ研究センター主催の公募展
「マンガ・パンデミックWeb展」開催

●「もうひとつの原画」展
　～東浦美津夫・飛鳥幸子・ささやななえこ・忠津陽子～
開催中～2021年4月6日（火）　10：00～18：00
〔休館〕 毎週水曜、
 年末年始（2020年12月26日～2021年1月6日）、
 2月25日（木）、26日（金）、3月25日（木）、26日（金）
〔問い合わせ先〕
京都国際マンガミュージアム
☎075-254-7414

京都国際マンガミュージアムイベント
※無料（ミュージアムへの入場料が別途必要）

●創造的ドローイング －作家になるために How to be an artist
　2021年1月8日（金）～1月13日（水） 

●タイカン後期学修成果発表2021
　2021年1月20日（水）～1月22日（金） 

●京都精華大学大学院1年生研究制作展
　Kyoto Seika University Graduate Schools 
　1st Year Student Show
　2021年1月26日（火）～1月30日（土）
　※本館ギャラリーおよび瑞雲庵も会場となります

〔休館〕 日・祝・大学が定めた日
〔時間〕 10：00～18：00

本館ギャラリー展示企画　※入場無料

2021年2月11日（木・祝）～2月15日（月）　10：00～17：00
〔場所〕 京都精華大学
※2月13日（土）・14日（日）はオープンキャンパスも同時開催します

京都精華大学展（卒業・修了発表展）
※入場無料、事前申込制

2022年9月末～11月上旬に行われる瀬戸
内国際芸術祭・高見島で展示する作品を募集
しています。提出物の提出期限は2021年2
月26日（金）です。右のQRコードから募集要
項を確認のうえ、ご応募ください。

【在学生・卒業生・教職員限定】
高見島プロジェクト出品者募集

イベント情報 ※2020年12月時点
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KINO PRESS.

芸術学部
［造形学科］
洋画専攻
日本画専攻
立体造形専攻
陶芸専攻
テキスタイル専攻
版画専攻
映像専攻

デザイン学部
［イラスト学科］
イラストコース

［ビジュアルデザイン学科］
グラフィックデザインコース
デジタルクリエイションコース

［プロダクトデザイン学科］
プロダクトコミュニケーションコース
ライフクリエイションコース

［建築学科］
建築コース

マンガ学部
［マンガ学科］
カートゥーンコース
ストーリーマンガコース
新世代マンガコース
キャラクターデザインコース
マンガプロデュースコース
ギャグマンガコース

［アニメーション学科］
アニメーションコース

ポピュラーカルチャー学部
［ポピュラーカルチャー学科］
音楽コース
ファッションコース

人文学部
［総合人文学科］
文学専攻
歴史専攻
社会専攻

大学院
芸術研究科
デザイン研究科
マンガ研究科
人文学研究科

京都精華大学～ご支援くださる皆様へ～
（ご寄付のお願い）

窓から見える景色を眺めている。町の人々は歩いていく。学生だったり、向いの店の店主だった
り、サラリーマン、精肉店へ買い物に行く女性。いたずらっ子な子供たちはコンクリートに落書き
をして遊んでいる。ランドセルを背負った少年たちはどこか楽し気にかけていく。懐かしい光景
だった。そんな風景を、今日も何気なしに眺めている。
母に手を引かれた日なたのような女の子が、ふとこちらへ気が付いた。

表紙の作品
『With me.』　2019年度 卒業制作
上貝 初実さん／豊田 照砂さん
マンガ学部 アニメーションコース 
上映時間：6分42秒（右記から本作が視聴可能です。）

本冊子は文部科学省「私立大学研究ブランディング事業」に係る交付金から一部支出しています。

本学のさらなる教育・研究活動の充実、学生活動の支援のため、
ご支援・ご協力を心よりお願い申し上げます。

●寄付募集Webサイト
　https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/donate
　新型コロナウイルス緊急対策支援の募金を行っております。
　学生への緊急支援を実施するにあたり、皆様のお力添えを
　お願いいたします。

●古本募金 Webサイト
　http://kishapon.com/seika
　読み終えられた本やＤＶＤなどが京都精華大学への寄付となります。

2019年度は、総額8,658,186円（個人・法人あわせて166件）のご寄付をいただきました。
古本募金は、保護者や卒業生など多くの方々から4,851冊の書籍類のご提供を受け、合計で
170,501円のご寄付となりました。ご協力いただいた皆様、まことにありがとうございました。

お問い合わせ（リーフレット請求先）
京都精華大学 経営企画グループ 寄付募集担当
E-mail：kikaku@kyoto-seika.ac.jp
TEL 075-702-5201
FAX 075-702-5391

『木野通信』送付先ご住所等の変更を希望される方は、
木野会ホームページまたはFAXで変更事項をご連絡ください。

京都精華大学 経営企画グループ 木野会事務局
http://seikajin.com
FAX 075-702-5391

※2021年度に国際文化学部、メディア表現学部、人間環境デザインプログラムを設置予定


